
日 時：令和６年 7月25日(木）午後2時～3時

場 所：千葉医療センター 地域医療研修センター

定 員：先着 80名    入場無料 （事前連絡不要です）

・・・会場ではマスクを着用してください・・・

【千葉医療センターよりお知らせ】

会場内ではマスクの着用をお願いします。
お問合せは 千葉医療センター地域医療連携室

（℡043-251-5311 ）
ホームページでもご案内しています。

千葉医療センター

国立病院機構千葉医療センター

「子宮頸がんとHPVワクチン」

子宮頸がんは25～40歳の日本人女性の癌による死亡原因の第２位となっています。
国内では、毎年約1万人の女性が子宮頸がんにかかり、約3000人が亡くなっており、
2000年以後、患者数も死亡率も増加しています。働き盛り、出産・育児年代の女性が
子宮を失ったり命を落としたりしている現状は非常に深刻です。
子宮頸がんのほとんどは、ヒトパピローマウイルス（HPV）というウイルスの感染

が原因であることがわかっており、HPVワクチンの接種により子宮頸がんの80～90％
を予防できると考えられています。
2022年4月より積極的推奨が再開されたHPVワクチンについて一緒に考えてみませ

んか。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

8月はお休みいたします

9月の予定
令和6年9月26日（第4木曜日）

午後2時～3時

テーマ：「誤解していませんか？
偏見を持っていませんか？
医療用麻薬のこと
～不正薬物との違い～」

麻薬教育認定薬剤師 畑下 真希
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

講 師 産婦人科医長 黒田 香織
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